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1.研 究 目的 設 計計画基準 (以下 ,計 画基準 )に よる畑地用水計画では,施 設畑

は露地 とは気象環境が異なるため,施 設栽培に即 した消費水量の算定方法が示 され

ている。 しか し,計 画基準では降雨を完全に遮断できるガラス温室や ビニールハ ウ

ス等のみを対象 としてお り,降 雨が うね間か ら浸潤す ることのできる トンネル栽培

には適用できない。そ こで本研究では トンネル栽培の水消費特性 を明 らかにす るこ

とを 日的 とし, トンネル栽培における蒸発位の推定及び有効雨量の算定を試みた.

n,調 査方法  調 査地は,豊 川用水の受益地区である愛知県田原市の富山地区にお

けるスイカの トンネル栽培 を行 つている圃場 とした。 トンネル内外においてペ ンマ

ン式による蒸発位推定に必要な気象観測 を行 った。また, トンネル内の上壌水分消

費曇と降雨の トンネル内への浸透 量を計測す るために, トンネル内外 に TDRと テ

ンシオメー タを埋設 して土壌水分 を測定 した。

田.結果及び 考祭 気 象環境について,トンネル内外 の気温の比較 を行 つた ところ,

昼間は トンネル内の気温が 4月 で 7℃ ,5月 で 5℃程度高いが,夜 間はほ とん ど気温

たは4ュじなかった。施設畑 とは違 い夜間に気温差が生 じなかつた ことは ,地 表 面か

ら トンネル外への長波放射の透過や ,暖 房設備がない ことが考 えられ る.ト ンネル

内の温度推定のため, トンネル内外の 日平均気温差か ら月別に補正値 を求めた とこ

ろ,4月 は外気温+4℃ ,5月 は外気温+2.5℃とな リ
ー般 の施設 よ りも小 さい値にな

つた,湿 度 については,水 蒸気圧が トンネル内外でほぼ一致 したため,計 画基準で

用い られている飽 たではな く水蒸気 FtS‐を トンネル内の湿度推定に用いた。相対湿度

で表す と,ト ン ネル外 よ りも 12%程 度低い値 を示 したが,こ れは トンネル内の ビニ

ールマルチによ り蒸発が抑制 された ことが影響 していると考え られ る。 日射畳は露

地のお よそ 80%柱 度であつたが,速 光剤散布後は 50%程 度 まで低 下 した。以上の

気象条件か ら,ペ ンマ ン式によ り 4,5月 の トンネル栽培における蒸発位 を算出 し,

露地及び施設 (計画基準の推定方法による)と 比較 した ところ,露 地 4.33(mm/d),

施設 3,83(mm/d), トンネル 3.04(mm/d)となった。 さらに,先 ほ どの蒸発位か ら日

消費水登を算出 し,TDRか ら求めた 十二壌水分消費畳 と比較 した ところ,同 じよ うな

傾向で増減 していた ものの ,実 際の水消費は 1,28(mm/d)と少 な く,ペ ンマ ン式によ

る推定値は過 大評価 となった。 これ には トンネル栽培の 「二重マルチが,土 壌表面か

らの蒸発を抑制 していることが大きく影響 している。

栽培期間中 20mm程 度以上の降雨時に,TDRと テ ンシオメー タによって うね間

か らの浸透が確認 された ことか ら,20m m以 下は無効雨畳 と考えられ る。これは露

地における 5m mよ りもかな り大 きい値である.し か し,降 雨量 と浸透 量に関連性

が見 られなかつたため有効雨量の上限は算出できなかった。これには, うね間の幅

や降雨強度 ,土 性 ,降 雨前の上壌水分状態な どが影響す ると考 えられ ,今 後 これ ら

の要因 を考慮 し,具 体的な浸透量を導 くことが課題である。
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